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＜連絡事項＞
なし

＜入室状況＞
【入院】
・花生　健治郎様～東病棟Ｃユニット4号室へ医療保護入院

【転出】
・佐々木　昭三様～東病棟Ｃユニット4号室→南病棟Ｃユニット201号室

＜患者様連絡事項＞
・上野　敦子様～明日からも点滴2本指示あり。抗生剤は終了となる。

・若菜　登様～腹部エコー実施。膵臓に腫瘍のような陰影あり。明日市民病院の糖尿病・内分泌内科受診予定。

・遠藤　ひとみ様～おおぞらクリニック予約済。12/18　11：30予約。退院時持参予定の頓服薬処方依頼している。

・村尾　朱佑様～退院日について主治医へ報告。初外来についておおぞらクリニックか青南病院を受診するか不明なため問い合わせしている。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつの開放観察指示あり。開放中他室侵入や私物弄り繰り返し落ち着きない様子あり早めに終了している。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・藤井　崇史様～終日隔離中。時折壁叩きあり、対面時眼光鋭さあるが傾聴中は易怒性なく粗暴行為なく過ごしている。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・長根　瞳様～身体拘束中。対面時気分高揚さ目立たず。不穏さや危険行動なく経過。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

・三浦　華菜様～身体拘束中。表情冴えなさあるも感情失禁や拒食、危険行為は無し。拘束部位の循環障害や皮膚トラブルなし。引き続き、症状観察と早期に処遇制限解除出来るよう努めていく。

＜金Ｄｒ診察＞
・藪　真弓様～診察にて特定患者様（T・K様）から悪口を言われたことについて触れ、Bユニットへの移動希望あり。主治医より、断続的に患者様とのトラブルが起こり、他者の発言に左右されて感情コントロールが不良となっている状態が続き、Bユニット移動後もトラブルが発生する危険性があるため、移動の許可はできないことを説明。本人より了承あり終話となる。

・大塚　勇人様～連日多飲水目立ち、尿失禁続いていることを情報提供。診察中主治医より多飲水する理由について尋ねられるが、にやついたまま返答せず経過。主治医指示にて本日より飲水制限（2L/日）開始とし、毎朝体重測定の指示あり。

他指示変更、処方変更なし。

＜村上Dｒ診察＞
・岩舘　俊治様～離脱症状無く経過している。状態を見ながら、アルコール依存症治療プログラム実施の指示あり。
・佐々木　せい子様～入院時のアナムネ聴取時に長男様が会話を録音していた経緯について、今後も面会時等そのような行為がある可能性あり、管理者とよく話し合い対応するように指示あり。
長男様は介護サービス利用し、自宅退院を希望しているが現状難しい状態である。クレーム等に発展していくようであれば、今後当院での治療は難しいと話している
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＜入院患者様情報＞
日　　時：令和7年12月1日　
　氏　　名：花生　健治郎（はなおい　けんじろう）様
　生年月日：昭和4年7月1日(96)
　病　　名：認知症
　合併症　：外傷性クモ膜下出血　急性硬膜下血種　頸椎骨折　高血圧症
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr.
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
　　元々は自宅にて独居生活を行っており、日常生活は自立していた。
　平成27年頃、自宅に風呂がなく、役所に相談し、同年、GHかっこう
　の森へ入所。以後施設での生活を継続していた。入所後、自立した
　生活を送っていたが、次第に活気が低下。自室で臥床傾向となって
　いた。今年に入り、名前や顔を認識できない事や、同じ事を何度も
　言うと言った状況であった。
　　令和7年7月19日、ベッド脇に下半身を挟まれ動けなくなっている
　状態で発見され、八戸市立市民病院へ搬送。”外傷性くも膜下出血”
　”第4頸椎椎体骨折”の診断で頭部は保存療法、骨折部はビスタカラ
　ー装着固定として、経過観察となる。9月18日、リハビリ・継続治療
　目的で八戸西病院へ転院。以後、夜間の睡眠安定せず、大声を出す
　事やオムツ外し、辻褄の合わない行動をする事などが見られ、安静
　を保てない状態にある。GHは退去となり、今後、新たな施設を検討
　するまでの環境調整・継続治療を希望し、当院へ相談あり。
　東病棟Cユニットへ医療保護入院となる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
